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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）以下の一般式で表されるアミン：
【化１】

（式中、Ｒ１はＣ６－１８アルキルである。）と、
ｂ）モノエタノールアミン、ジエタノールアミン及び３－アミノ－１－プロパノルからな
る群から選択される少なくとも１つのアルカノールアミン（ＩＩ）：
とを、２０：１乃至１：２０（（Ｉａ）：（ＩＩ））の質量比で含有する消毒剤用組成物
。
【請求項２】
　前記アミンが、Ｎ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）ドデシルアミン、Ｎ，Ｎ－ビス（
３－アミノプロピル）オクチルアミン、およびこれらの化合物の混合物からなる群から選
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択されることを特徴とする請求項１に記載の消毒剤用組成物。
【請求項３】
　（Ｉａ）：（ＩＩ）で表される前記質量比が、１：５～５：１であることを特徴とする
請求項１または２に記載の消毒剤用組成物。
【請求項４】
　溶剤として水を含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の消毒剤用
組成物。
【請求項５】
　追加的に、有機溶剤、界面活性剤、錯化剤、臭感物質及び染料からなる群から選択され
る１つ又は複数の助剤を含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の消
毒剤用組成物。
【請求項６】
　表面及び器具を消毒するための、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒剤用組成
物の使用。
【請求項７】
　洗濯物を消毒するための、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒剤用組成物の使
用。
【請求項８】
　手を消毒するための、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒剤用組成物。
【請求項９】
　液体薬品で洗い流すトイレットにおける、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒
剤用組成物の使用。
【請求項１０】
　工業用液体用の防腐剤としての、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒剤用組成
物の使用。
【請求項１１】
　構造材料用の防腐剤としての、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の消毒剤用組成物
の使用。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、アミン及び／又は第４級アンモニウム塩をベースにした相乗の消毒剤用組成物
に関する。
【０００２】
アミン及び／又は第４級アンモニウム塩をベースにした消毒剤用及び防腐剤用組成物はそ
の多くが知られている。しかし、アミン及び／又は第４級アンモニウム塩は、一般的に、
特に高い希釈においては、例えばアスペルギルス・ニゲルのような菌類に対する作用が満
足いくものとはいえない。
【０００３】
従って、本発明の課題は、高い希釈においても菌類に対して優れた作用を有するアミン及
び／又は第４級アンモニウム塩をベースにした消毒剤用組成物を提供することである。
【０００４】
上記課題は、本発明に基づき、請求項１に記載の消毒剤用組成物によって解決される。
【０００５】
驚いたことには、以下の一般式で表される少なくとも１つのアミン及び／又は第４級アン
モニウム塩：
【化３】
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（式中、Ｒ１はＣ６－１８アルキルであり、Ｒ２はベンジル又はＣ６－１８アルキルであ
り、Ｒ３はＣ１－１８アルキル又は－［（ＣＨ２）２－Ｏ］ｎＲ６（ｎ＝１－２０）であ
り、Ｒ４及びＲ５は各々独立してＣ１－４アルキルであり、Ｒ６は水素又は、任意に置換
されたフェニルであり、Ａ－は無機酸又は有機酸の一価のアニオン又は多価のアニオンの
当量である。）は、
以下の一般式で表される少なくとも１つのアルカノールアミン：
【化４】

（式中、ｍ及び、存在する限りでは、ｏ及びｐは各々独立して２又は３を表し、ｘ及びｙ
は各々独立して０又は１を表す。）、あるいはその塩と、２０：１乃至１：２０（（Ｉ）
：（ＩＩ））の質量比において混合することにより、優れた殺真菌作用を得ることが見出
された。
【０００６】
アルキルは、本明細書において、常に、前記炭素数を有する線状の又は枝分かれしたアル
キル基を表し、好ましくは線状のアルキル基であり、特に好ましくは偶数の炭素原子を有
するアルキル基を表し得る。特に、アルキルは、天然原料から由来する同族体、例えば「
ココナットアルキル」でもあり得る。
【０００７】
置換されたフェニルは、特に、１つ又は複数のＣ１－８アルキル基及び／又は塩化物原子
で置換されたフェニル基を意味し得る。
【０００８】
アニオンＡ－は、基本的には、無機又は有機のすべてのアニオンであるが、特にハロゲン
化物、例えば塩化物又は臭化物、あるいは低石炭酸、例えば酢酸塩、プロピオン酸塩又は
乳酸塩のアニオンが適切である。
【０００９】
アミン及び／又は第４級アンモニウム塩（Ｉａ／Ｉｂ）は、好ましくは、Ｎ，Ｎ－ビス（
３－アミノプロピル）ドデシルアミン、Ｎ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）オクチルア
ミン、ジデシル－ジメチルアンモニウム塩、ジオクチル－ジメチルアンモニウム塩、オク
チル－デシル－ジメチルアンモニウム塩、ジココナットアルキル－ジメチルアンモニウム
塩、ココナットアルキル－ジメチル－ポリ（オキシエチル）アンモニウム塩、ジココナッ
トアルキル－メチル－ポリ（オキシエチル）アンモニウム塩、デシル－ジメチル－ポリ（
オキシエチル）アンモニウム塩、ジデシル－メチル－ポリ（オキシエチル）アンモニウム
塩、オクチル－ジメチル－ポリ（オキシエチル）アンモニウム塩、ジオクチル－メチル－
ポリ（オキシエチル）アンモニウム塩、ココナットアルキル－ジメチル－ベンジル－アン
モニウム塩、ベンジル－ドデシル－ジメチルアンモニウム塩又はベンジル－ジメチル－ポ
リ（オキシエチル）アンモニウム塩、あるいはこれらの化合物の２つ又はそれ以上の混合
物である。
【００１０】
アルカノールアミン（ＩＩ）は、基本的には、すべてのエタノールアミン及びプロパノー
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ルアミンが含まれるが、特にモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリアタノー
ルアミン及び３－アミノ－１－プロパノルが適切である。前記化合物の混合物を用いるこ
とが本発明の範囲内であることは言うまでもない。特に良好な結果は、第１アミノ基、す
なわちモノエタノールアミン及び３－アミノ－１－プロパノルとの化合物によって得られ
た。
【００１１】
アミン（Ｉａ）及び／又は第４級アンモニウム塩（Ｉｂ）対アルカノールアミン（ＩＩ）
の質量比は、１：５乃至５：１の範囲にあることが好ましい。
【００１２】
本発明に係わる消毒剤用組成物は、溶剤として好ましくは水のみを含有し、場合により有
機溶剤との組合せにおいて水を含有する。
【００１３】
本発明に係わる消毒剤用組成物が、有機溶剤、界面活性剤、錯化剤、臭感物質及び染料か
らなる群から選択される１つ又は複数の助剤を含むことは好ましい。
【００１４】
本発明に係わる消毒剤用組成物の好ましい適用分野は表面の消毒及び器具の消毒である。
他の好ましい適用分野は洗濯物の消毒及び手の消毒である。
【００１５】
本発明に係わる消毒剤用組成物は、例えば、航空機及び車両の内部に設けられるような、
液体薬品で洗い流すトイレット(chemische Toiletten)での使用に非常に適切である。
【００１６】
他の好ましい使用分野は、工業用液体、例えば、製紙の際の水の循環、冷却水、コンベヤ
ベルト用潤滑剤又は金属加工の際の冷却用潤滑剤の保存である。
【００１７】
最後に、同様に好ましい適用は、有機的な又は有機体により損なわれる構造材料、例えば
木材のための防腐剤としての使用である。
【００１８】
【実施例】
以下の例は本発明の実施の形態を明示している。但し、それらの例は、記載された実施の
形態の限定とは見做されない。量のすべての表示は、他の表示がない限り、質量％である
。試験用病原菌としては、常に、アスペルギルス・ニゲルＡＴＣＣ１６４０４を用いた。
他の表記がない限り、作用をＣＥＮ１２７５に記載の方法で測定した。
【００１９】
例１
消毒作用を有する洗浄剤用の組成物（濃縮物）を、
５．０％のジデシルジメチル塩化アンモニウム（５０％の溶液）、
２．０％のＮ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）ドデシルアミン、
５．０％のモノエタノールアミン、
５．０％のゲナポル(R)Ｔ２５０（獣脂アルコールポリグリコールエーテル(Talgfettalko
holpolyglycolether)，２５ｍｏｌの酸化エチレン）、
０．　５％のメタケイ酸ナトリウム、
０．　５％の炭酸ナトリウム、
２．０％のメチルグリシン二酢酸－三ナトリウム塩（トリロン(R)Ｍ；４０％の溶液）、
１００％になる量の水から調製した。
【００２０】
作用を、希釈度（１部の濃縮物，９９部の水）において、２０℃及び１５分の接触時間で
測定した。病原菌数の減少の常用対数は４．１であった。
【００２１】
比較例１
モノエタノールアミンを同量の水で置き換えた以外は例１と同様の条件で行なった。同じ
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試験条件下では、組成物は実際効果がなかった。
【００２２】
例２
消毒剤用組成物（濃縮物）を、
４．９％のＮ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）ドデシルアミン、
４．０％のモノエタノールアミン、
２．０％のゲナポル(R)Ｔ２５０（獣脂アルコールポリグリコールエーテル，２５ｍｏｌ
の酸化エチレン）、
５．０％のホスタプール(R)ＳＡＳ３０（Ｃ１３－１７第２ｎ－アルカンスルホン酸，ナ
トリウム塩）
２．０％のエチレンジアミン四酢酸－四ナトリウム塩（４０％の溶液）、
０．７％のエチレンジアミン四酢酸、
１００％になる量の水から調製した。
【００２３】
作用を、希釈度（１部の濃縮物，１９９部の水）において、２０℃及び１５分の接触時間
で測定した。病原菌数の減少の常用対数は４．３であった。
【００２４】
例３
消毒剤用組成物（濃縮物）を、
４．２％のＮ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）ドデシルアミン、
２．０％のジデシル－メチル－ポリ（オキシエチル）プロピオン酸塩アンモニウム（ＢＡ
ＲＤＡＰ２６）、
４．０％のモノエタノールアミン、
２．０％のゲナポル(R)Ｔ２５０（獣脂アルコールポリグリコールエーテル，２５ｍｏｌ
の酸化エチレン）、
５．０％のホスタプール(R)ＳＡＳ３０（Ｃ１３－１７第２ｎ－アルカンスルホン酸，ナ
トリウム塩）
２．０％のエチレンジアミン四酢酸－四ナトリウム塩（４０％の溶液）、
０．　７％のエチレンジアミン四酢酸、
４．０％のブチルジグリコール、
１００％になる量の水から調製した。
【００２５】
作用を、希釈度（１部の濃縮物，１９９部の水）において、２０℃及び１５分の接触時間
で測定した。病原菌数の減少の常用対数は４．４より大きかった。
【００２６】
更に、作用を、ＣＥＮ１６５０に記載の方法で、１５分の接触時間、１．０％の濃度、３
０°ｆＨの水硬度及び０．３％のアルブミンの有機負荷(organische Belastung)で、測定
した。病原菌数の減少の常用対数は４．４より大きかった。
【００２７】
例４乃至１９
水溶液を０．５％のアルカノールアミン（ＩＩ）及び０．２５％のアミン及び／又は第４
級アンモニウム塩（Ｉａ／Ｉｂ）から調製し、ＣＥＮ１２７５に記載の方法で試験した。
結果を表１に示す。
【００２８】
比較のために、表１に挙げられたすべての化合物を０．５％の溶液中の個別物質として試
験した。これらの化合物の何れも顕著な殺真菌作用を有しない（ｌｏｇ　病原菌の減少＜
２）。
【００２９】
【表１】
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